
令和9年度豊橋技術科学大学第3年次入学者選抜学力検査闇題

専岡科

注

1 試験開始の合図まで,この問題冊子と解答用紙を開いてはいけません。

事項

闇題冊子の枚数は衣紙,草稿用紙を含めて9枚でt。

目

3 問題冊子どは別に解答用紙が5枚あり主す。

( 3

4 問題は3 問あります。全問解答してください。

情報・知喰を上学)

5 試験開始の合図の後tぐに,すべての解答用紙の所定の箇所に受験番号を記人してください,

6 解答はし、ず各問題別の解答用紙の所定の欄に記人してください'裏面には記入しないでくださ

し、

7 溶丁,乱丁,印刷不鮮明の筒所などがあれぱ,ただちに申L出てください。

8 問題冊子の余白は草稿用上しく使用Lても構いません。

9 試験終了時刻まで退出Lてはいけません。

10 問題冊子・は持ち帰ってください_

意

9
】



(草稿用紙)



χ'十χy +y'= 1, Z = 0 で表される楕円を 0 とする。また,点(0,0,1)を通り,

ルー小泌カ、向べク 直線を 1とし,楕円 q 上の点P から直線1に下ろ

した垂線と直線1との交点を qと t る。以下の問いに答えよ。

a)楕■々を f心*■,**(),

Aは対称行列とする。

と定義し

(の行列'.固有値●レ●バ●.'、)と対応す'単位^有べ外ル"*(り,"*("◇
を求めよ。ただし, U*>0,υ">0とする。

β)単位■有べ外ル",北列べ外ル●す'行列0*じり加い■行列'

Z= 0 と表すとき

の対角化により,楕円 0 をZ軸周りに回転した後の楕円 0,の方程式を求めよ。

(4)回転行列R を R =

M報

線を

求め

, 行列A を求めよ。ただし

力殉E1シ子

する。点 a,3,-2)から直線 1'に下ろした垂線と直線 1'との交点の座標を1'と

よ。

(5)線分 Pq の長さを d とするとき,

の座標を求めよ。

(6)点く0,0,めを通り,方向べクトルが 0 である直 m とし

-1

(五',0,のとの距離を D とする。 0以上 1以下の実数を無作為に選び,
るとき

, 行列

直線1を回転行列Rで回転した後の直

, D の値が一以上 1以下となる確率を求めよ。

d2 の最小値を求めよ。また,そのときの点P

, 直線机と点

それをkとす
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[ 2 ] 次の図

のよう

は,その

で移動す

する 0

6

B

A

ト順に全て答えよ

(2)地点Aから地点Fに行く

それぞれの所要時間を求

a. A Dー、^ ー、フ)

b . A Gーー→ ^)

C. A Dーー) ーーー+

1

1

2

恬判b 知能上学
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0
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準拠したC言語で

β)図のグラフにおいて,地点Aから地点Fへ

ここで

8
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このコードに

0

際の経路 として,次の a,b,Cの 3通りの候補を考える
めよ

探索した経路に関する情報力

F

また

で表すものとする

a, b, C, d, eを埋めよ

0

( 4 )

ーーー) F

リスト2は,深さ優先探索によって出発地

探索するdfS関数とその利用例である

ドでは,探索した地点が順番
^

のコ、ー^

数終了時のordeτ配列の値を答えよ 0
こ のコ

0

,

イ

アノレフ

の値を答えよ

の経路を探索tるプログラムを

ア ノ＼ミ

での経路を答えよ

ツ

し, build gr.ph関数によって初

F, Gを,それぞれ整数0,1,2,3,4,

0

StaTtから目的地goa1までの経路

ドはりスト1から続いこコ

ついて,次の問いに答えよ 0

に order配列に格納される。 dfS関

0

るものとtる

,

ドでは

0

寺の

ら地点Cま

こ通行できるものとどの辺も双方向

答・'えよ以下の問

ことのできる地点を

こつこのグラフ

るの

ンドすコ

の空欄

を経由せす

このプログラム

ら他

される

造体で管理

こよって

地点

算した地点

この配列の値
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(5)りスト3は,ダイクストラ法によって出発地 Sta"tから目的地。a1までの経
路を探索する dijkstZ針到数とその利用例である。 で,コードはりスト1ここ

から続いて書力寸1ているものとオ・る。このコードにっい 次の問て こ答え

よ。

ア・次の表は,50~ 76行目の forループの各繰り返し終了時における dj_配
列の値を示したものである。空欄a, b, C, d,eに入る値を答えよ。

処理段階

プ1回目ノレ」一

プ2回目ノレーー

プ3回民ノレ、・ー

dist

[ 0 ]

プ4回目ノレ、ー

プ5回昌ノレ」一

0

プ6回目ノレ^

d i_ s t

{ 1 ]

0

イ

プフ回目ノレ』一

区亘

0

dijkstTa関数終了時の Parent配列の値を答えよ。また,この配列の佰に
よって計算した地点Aから地点Fまでの経路を答えよ。

E区

dist

[ 2 ]

0

区亘

恬級・知能丁学-3

0

区三

2

0

dist

[ 3 ]

E三

2

0

区亙ヨ

a・深さ優先探索は通る辺の本数が最も少ない経路を求め,ダイクストー去
は調べる1恒序によって経路を決める。

b・深さ優先探索は最短所要時間の経路を見っけられない炉△があり,ダイ
クストラ法は所要時間が最も短い経路を求める。

C.どちらの方法も,求まる経路は同じである。

d・深さ優先探索だけが,必、ず所要時間が最も小さい怒路を求める。

E三

2

dist

[ 4 ]

区ヨ

2

4

2

じ亙ヨ

4

2

dist

[ 5 ]

4

3

2

4

Ea

3

4

巨ヨ

dist

[ 6 ]

3

4

3

江ヨ

4

3

区亙ヨ

4

3

E三

4

E三

4

区亘1]

4

匹ヨ

区ヨ

とダイクス

このコー

dの中力なものを次の

深さ

納さ

として最も適切

する探索した経路

トラ法
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#include

井inc]_ude

#define

井define

<Stdio.h>

<Stdbo01.h>

typedef struct {

}nt welght [NHN];

} Graph;
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/★工貞点数*/

99"/*無限大の重み(=辺が存在しない)を表す V

Void gTaph init (Graph ★g)
for (int i = 0; i く N;

f0τ(.j_n七 j 0; j く

g->welght [i]吋]

Void build gTaph (Graph ★g)
gr己Ph j_nit ( g );

1++)

N;]十+)

情級・知愉ヒ、〔学-4

gT'aph add edge (g,0,1,[1^1)
graph add edge (g,0,2,2);/★P__ g g,,,);

graph add edge (g,1,3,1);/★

gzaph 己dd edge(g,1, 1^,1)
gr己Ph 己dd edge (g,2,3,2);/★^

graph add edge (g, tl^],4,1);
gTaph add edge (g,3,4,3);/★P__ g g,,,);

graph add edge (g,3,5,8);/★^

graph add edge (g,4,5,1);/★^

gxaph add edge (g,5,6,6);/★^

a ;

Int uf Int vl Int weight)

/★ A-B ★/

A-C ★/

B-D ★/

/★ B-G ★/

C-D ★/

/★ C-E ★/

D-E ★/

D-F ★/

E-F ★/

F-G ★ノ

リスト1:グラフの管理方式
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/★ A F ★/ー>

bool dfs visit(const GΥ己Ph ★g/ int u, int goal, boo]_ visited口,
Int parent 口, int order口, int ★Count){

Vlsited [U] true;

Order [(★ Count )十十] U;

if (U goal)
return true;

for (士nt v = 0; V く N; V十十){

if (g->weightfu][V]< 1NE &&!VISJ_ted[V]){
Parent [V] U;

士f (dfs visit (g/ V, goal, VJ_sited, paTent,
Order, count))

return true;

Int maln(void){

GTaph g;

build graph (&g)
dfs (&g,0,5);

return o;

リスト2:深さ優先探索による経路探索

Void dfs(const Graph ★g, int start,」_nt goal)
bool visited[N]

Int paTent [N]

Int ordeT {N]

int count 0;

f0τ(int i = 0; i く N; i++){

Vlslted [士] false;

Parent [i] L

Order [士] L

false;return

恬報・知]能_じ字一・ 5

Start, goa11 Vj_sj_ted, parent, order,&count);dfs visit ( g,
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[ 3 ]

の値は,それぞれ 10進数で0から3の整数値をとる

とし,真理値表およびカルノー図においては真の値を 1,偽の値を0で表t

ものとする。 ANDゲート, ORゲート, NOTゲート,×ORゲートはそれぞれ

下図のように表現される

これらを前提として

0-

0-

a) 4 ビツト入力(AレA。,B.,召。)

1,それ以外のとき G = 0 と

空欄に, 10進数にて A と B

G の値をそれぞれ記入せよ

他入力) A NDゲート

(3入力) A N Dゲート

0

D・

D・

0

他入力) O Rゲ・ート

(2) G の標準積和形を求めよ 0

恬報・知哨E1学一・フ

(3入力) O Rゲート

以下の問いに答えよ

( 3 )

t>

G について, Aレ A。,召山 B。を変数とする 4変数カノレノー図を作成せよ。ま0

,6 の最小積和形を求めよ。ただし,最小積和形とは,複数個の論理積項

0入力)NOTゲート

論理が

る形式である

に対Lて,比較結果を Gとし,A>Bのとき G=

して真理値表を作成する。解答用紙の真理値表の

の値を,また真偽値として 1と 0 を用いて

(4)

D・

0

(2入力)×O Rゲート

Gを用いて,AとBの最大値

G

C

る るニ=
ここで ^0

とき B を選択する 0

ア. M1 および M。を, G, AI, A。, BI, B。を用いた論理式で表せ。また,入

力には必ずGとdを用いること 0

イ.問(3)で求めた 6 の最小積和形の回路と闇(4)アの最大値選択回路を実現

することを考える。解答欄の回路図にANDゲートおよびORゲートを用いた

回路を完成させよ。最大値選択回路はM。出力部のみ作図せよ。なお,3入力

ゲートを用いてもよい。ま 入力には感、ず6とσを用いるととた

C

ヒッ

( 5 )

こな

max(A,B)を 2 ビット出力(MレU。)

1(A > B)のとき A を選択し,6

A=Bのとき E=1,それ以外のとき E=0とする^
0

よ。また,解答欄の回路図にXORゲート2つ NOTゲー,

計4つのゲートを用いたE の回路を完成させよ。

小積和形を求

ORゲート1つ

方の値を

として出力す

0 (A 室召)の

れ最

論理積とる論理式にお

回路を設

,

の最

1つ

0

とB

まそれぞ

を考える

大き

士論理

を表すもの

較し

ここで

およびB=

する

であるビッ

イ寸万ば
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2つの2ビッ

論

A

、し

0

1、し

1

t
」

B
1

+

'
ー
コ

A
1

f

ヒ
お
を
な
論

0

Bと

、
、
、

Π手

力

め
の

「

A

E
 
ト

0

一

十三口設

士

を
田

ト

J

一

f定＼
.
、

ナ

口

+
よB

0

ト

一

1

て

0
A

ー
.
"

-
A

ト

f

る

、し

口千

口手

一

一


